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Identification of Mycobacterium avium complex (MAC) was made using three DNA 

probe tests for MAC: Gen-Probe(R) Rapid Diagnostic System for the MAC (Gen-Probe Inc ., 
San Diego, U.S.A.), AccuProbeTM MAC Culture Identification or Confirmation Test (Gen

-Probe Inc.); and SNAP (R) Culture Identification Diagnostic Kit (MAC) (Syngene Inc., San 
Diego, U.S.A.). Various strains of MAC belonging to serovars 21 to 28 were identified by 

the DNA probe tests and showed the following . First, Serovar 21 and 25 belonged to M . 
avium and M. intracellulare, respectively . Each of them reacted with species—specific probes 
used in the three DNA probe tests [ie ., either M. avium—probe (in SNAP test; Probe A) or 
M. intracellulare—probe (in SNAP test; Probe I)] . Second, serovars 22-24 and 26-28 
consisted of M. intracellulare, MAC strains that reacted with Probe X of SNAP test but 

lacked the reactivity with M. avium and M . intracellulare—probes of all the DNA probe 
tests, M. scrofulaceum that showed no reactivity with M . avium or M. intracellulare 
probe or Probe X, and M. scrofulaceum that had only the reactivity with Prnhp

When the disease-associated MAC strains (35 strains) , isolated in the Kanto to Kyushu 
areas in Japan, were identified using AccuProbe test , both the M. avium and M. 
intracellulare strains identified by the Gen-Probe test reacted with the MAC —probe but not 
with the M. tuberculosis complex (MTC)-probe . Three MAC strains (strains N-417 , N-420 
and N-428) failed to react with M. avium—probe and only had borderline reactivity with 
M. intracellulare—probe in the Gen-Probe test: These strains also failed to react with
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either the MAC- or MTC-probe in the AccuProbe test. They were, however, reacted with 

Probe X of SNAP test. Therefore, these peculiar strains could be identified as beeing Probe-

X reactive MAC.

When the distribution of M. avium and M. intracellulare among the disease-associated 

MAC strains (123 strains) newly isolated in the western districts of Japan (Kinki to 

Kyushu) was studied, the ratio of M. avium was larger than that of M. intracellulare in 

Kinki district for those MAC strains identified using the SNAP test. On the other hand, a 

reverse distribution was observed for the MAC strains isolated in the Chugoku, Shikoku and 
Kyushu districts. This was consistent with our previous findings in the identification of 

disease-associated MAC strains isolated in the various districts of Japan using Gen-Probe 

testing.
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先 に わ れ わ れ は,米 国 のGen―Probe社 が 開発 した

Gen-Probe (R) Rapid Diagnostic System for the

 Mycobacterium avium complex (MAC) 1) (以下

Gen-Probeテ ス ト)の 同定上 の有 用 性 とそ の使 用条

件等 につ い ての一連 の検討 を行 い2)～5),本同定 キ ッ トに

よ りMAC症 患者 か ら分離 され,培 養 ・生化学 的性状

か らMACと 同定 された菌 株が極 めて高 い sensitivity

とspecificityを も っ て M.avium‚©M.intracellu-

lareに 同 定 し う る こ と2)3)に つ い て 報 告 して きた。 こ

れ らの うち,MACのSchaefer血 清 型 との 関連 に つ い

て の 研 究 に お い て,特 に血 清型22～24,26～28型 菌株

の 中 に は培 養 ・生 化学 性 状 あ るい は血 清 学 的 性状6)な ど

か らMACと 同 定 され た に もか わ らず,Gen-Probe

テ ス トで は M.avium 並びに M.intracellulare の い

ず れ のDNAプ ロ ー ブ と も反 応 しな い もの が稀 に あ る

こ と3)7),が 分 か っ た。 ま た,本 キ ッ トは125 I標 識DNA

プ ロー ブを 用 い て い るた め1)そ の 実施 施 設 に 制約 が あ っ

た 。

と こ ろで,最 近 に な ってGen-Probe社 が 新 た に ア

ク リジニ ウム エ ステ ル標 識DNAプ ロー ブを用 い たAc-

cuProbeTM M.avium or M.intracellulare Culture

 Identification Test8) (以 下AccuProbeテ ス ト)を,

また 米 国 のSyngene社 が M.avium,M.intracellu-

lare および"X"と 呼ぶMAC菌 のそれぞれに特異 的

な ア ル カ リ フ ォ ス フ ァ タ ー ゼ 標 識DNAプ ロ ー ブ

(ProbeA,I,X)を 用 い たSNAP(R)Culture Identi-

fication Diagnostic Kit9)(以 下SNAPテ ス ト)を 開

発 し,こ れ ら は共 にGen-Probeと 異 な り,非 放 射 性

プ ロー ブで あ るた め そ の 実施 はよ り容 易 と考 え られ た。

そ こで,今 回 は,こ れ らのキ ッ トを用 いてのMAC菌

株 の同定成績 の比較,SNAPテ ス トで同定 されたMAC

菌株の地理 的分布 についての検討 を行 ったので以下報告

す る。

材料と方法

1)　供試菌株

供 試MACはTable1に 示 す よ うにわが国 の17施

設 か ら分与 を受 けたMAC症 患者 よ りの新鮮分離株159

株並びに National Jewish Hospital and Research

 Center (米 国), Centers for Disease Control (米

国)並 びに Queensland Department of Health (オ

ー ス トラ リア)よ りの血清型別 されたMAC各13株
,

5株 および22株 の計40株 の総計199株 。

2) DNAプ ロー ブテ ス ト

(1) Gen-Probeテ ス ト:Gen-Probe(R)Rapid

 Diagnostic System for the Mycobacterium avium

 Complexに 添 付 の マ ニ ュ ア ル10)の 方 法 に準 じて行 っ

た3)。 そ の概 略 は,小 川 培 地 上3～4週 間培 養 菌 をMc-

Farland No.1の 濃 度 に な る よ うに蒸 留 水 に浮 遊 さ せ,

これ を"LysingReagent"中 で超 音 波 処 理 してrRNA

を抽 出 し,こ れ と M.avium または M.intracellulare

各 特 異DNAプ ロ ー ブ と の 問 の ハ イ ブ リダ イ ゼ ー シ ョ

ンを行 った後,ハ イ ブ リ ッ ドを ハ イ ドロキ シア パ タイ ト

に 吸着 さ せ,洗 浄,遠 心 して沈 渣 中 の放 射 活 性 を測 定 し,

ハ イ ブ リ ッ ド中 に 取 り込 ま れ た 割 合(% hybridiza-

tion)を 算 定 した(陽 性 値 ≧10%)。

(2) AccuProbeテ ス ト:AccuProbeTM MACま た

はMTC Culture Identificationま た はConfirma-
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Table 1. Collaborating Hospitals for Collection of 

Disease-Associated MAC Strains

tion Testに 添 付 のマ ニ ュ アル8)の 方 法 に 準 じて 行 った。

す な わ ち,小 川 培 地 上3～5週 間培 養 菌 の1標 準 白金 耳

を`"Reagent 1"と"Reagent 2"の 各100μlの 混 液

とガ ラス ビー ズ を入 れ た溶 菌用 チ ュー ブ中 に浮 遊 さ せ,

これ を 室 温,15分 間,超 音 波 処 理 して 溶 菌 させrRNA

を抽 出す る。95±1℃,10分 間 の加 熱 処 理 後,こ の100

μlを あ ら か じ めM.avium,M.intracellulare

(Identification Test),MACま た はM.tuberculosis

 complex(MTC)(Confirmation Test)に 特 異 的 な

各DNAプ ロ ー ブ を コ ー ト した プ ロ ー ブ チ ュ ー ブ に移

し,60℃,15分 間 ハ イ ブ リ ダ イ ゼ ー シ ョ ンを 行 い,こ

れ に300μlの"Reagent3"(Selection Reagent)を

加 え,さ ら に60℃,5分 間 加 熱 す る。 次 に,チ ュ ー ブ

を ル ミノ メ ー タ ー(Gen-Probe社)に セ ッ ト して,

"D
etection Reagent"を 加 え る こ とに よ り生 ず る化 学

発 光 がRLU(Relative Light Units)を も ってprint

 outさ れ る。 ≧30,000 RLUを も って 陽性 と判 定 す る。

(3) SNAPテ ス ト:SNAP(R)Culture Identifica-

tion Diagnoshc Kitに 添 付 の マ ニ ュア ル の方 法9)に

準 じて行 った。 す な わ ち,小 川 培 地 上3～5週 間 培 養 菌

を"Lysis Buffer"中 にMcFarland No.1に な る よ

うに浮 遊 させ,こ の1mlを"Lysis Tube"に 移 し,

300μlの ク ロ ロ フ ォル ム を加 え て,Minibead Beater

(Biospec Products社,米 国)で3分 間 激 し く振 盪 し

て 溶 菌 し,核 酸 を 抽 出 す る 。 これ を3,000rpm,5分

間 遠 心 し,そ の 上 清300μlと 同 量 の"Denaturation

 Reagent"と を,底 部 に"Centri-DotTM Membrane"

(ナ イ ロ ン膜)を 装 着 したCentri-DotTM中 で 混 じて

ア ル カ リ変 性 し,3,000rpm,5分 間 遠 心 して 核 酸 を

"Centri -DotTM Membrane"上 に プ ロ ッテ ィ ン グす

る。 次 いで,こ の ナ イ ロ ン膜 を 水洗 後,ア ル カ リフ ォ ス

フ ァ タ ー ゼ 標 識DNAプ ロー ブ(A,I,X)の 各10μl

を 加 え た"Hybridization Buffer"1ml中 で49℃,

15分 間 ハ イ ブ リダ イ ゼ ー シ ョ ンを 行 っ た後,"Wash

 Buffer1"お よび"Wash Buffer2"の 順 に洗 浄 した。

これ を ア ル カ リフ ォス フ ァ ター ゼ の基 質 で あ る5-bro-

mo-4-chloro-3-indolyl-phosphateとnitro blue

 tetrazoliumの 各5μlを 加 え た 緩 衝 液("Alkaline

 Prosphatase Substrate Buffer")中 で37℃,1時 間

保 温 後,水 洗 し,核 酸 の ス ポ ッ ト部 が 青 紫 色 の発 色 した

もの を陽 性,し か らざ る も の を陰 性 と判 定 した。

結 果

1.　 各DNAプ ロ ー ブ テ ス トに よ るMAC血 清 型21
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Table 2. Identification of Various Strains of MAC Serovars 21-28 by the Three 

DNA Probe Tests
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～28型 菌 株 の同 定 成 績 の比 較

先 に わ れ わ れ7)は,MAC血 清 型1～28型 菌 株 の

Gen-Probeテ ス トに よ る同 定 を試 み,そ れ らの う ち,

22～24お よ び26～28型 菌 の中 に はM. intracellulare

と同定 され た菌 株 や,M. avium並 び にM. intracellu-

lareのDNAプ ロ ー ブ の い ず れ と も反 応 せ ず,培 養 ・

生 化 学 ・血 清 学 的 性 状 か らMACと 同 定 され た菌 株 の

ほか にM. scrofulaceumと 同 定 され た菌 株 も混 在 し

て い る こ と を 明 らか に した。 そ こで,今 回 はSchaefer

の血 清 型(1～20)に そ の後 追 加 され た21～28型 菌 を

取 り上 げ,こ れ らを 上 記3種 のDNAプ ロ ー ブ キ ッ ト

を 用 い て 同 定 し,血 清 型 とDNAプ ロ ー ブ反 応 性 と の

関 係 につ いて の詳 細 な検 討 を行 っ た。

実 験 成 績 は一 括 してTable2示 した。

(1)　21型(2株):Gen-Probe, AccuProbeお よ

びSNAP Probeの いず れ の テ ス トで もM. aviumと

同 定 され た。

(2)　 22型 菌(4株):1株(S88/381株)は い ず れ

の 方 法 に よ って もM. intracellulareと 同 定 され た が,

他 の3菌 株 はGen-Probe並 び にAccuProbeテ ス ト

陰 性 で,培 養 ・生 化 学 ・血 清 学 的 性 状 よ りM.scrqfu-

laceumと 同定 さ れ,そ れ らの 中 に はSNAPテ ス トで

ProbeA, I, Xの い ず れ と も 反 応 し な か っ た1株

(10409株)と プ ロ ー ブXと 反 応 し た2株(5154

O'Connor株,S88/233株)が あ った。

(3)　23型 菌(4株):い ず れ の 菌 株 も培 養 ・生 化 学 ・

血 清 学 的 性 状 か らMACと 同 定 され た に もか か わ らず,

。M.avium並 び にM. intracellulareのGen-Probe

あ るい はAccuProbeと 反 応 せ ず,SNAP Probe X

と 反 応 した 。 した が って,23型 菌 はProbeX反 応 性

MACと 考 え られ た。

(4)　24型 菌(5株):1株(2154株,M.intracell-

ulare)を 除 くす べ て の 菌株 はM.aoium並 び にM.

intracellulareのGen-Probeあ る い はAccuProbe

の いず れ と も反 応 せ ず,SNAP Probe Xと 反 応 した。

(5)　25型 菌(10株):全 菌 株 が い ず れ の プ ロ ー ブ テ

ス トに よ って もM.intracellulareと 同 定 され た 。

(6)　26型 菌(6株):い ず れ の プ ロ ー ブ テ ス トに よ っ

て もM.intracellulareと 同 定 され た1株(Hillberry

1244株)を 除 い た5菌 株 はGen-Probe並 び にAccu-

Probeと 反 応 し な か っ た 。 こ れ らの 中 に は培 養 ・生 化

学 ・血 清 学 的 性 状 か らM.scrofulaceumと 同 定 され

た もの2株(CoX1944株Mackenzie株)と,Probe

Xと 反 応 し た も の3株(S87/210株,S88/155株,

S88/175株)が あ っ た。

(7)　 27型 菌(5株):2株(Harrison株,Lane

3081株)は3種 いず れ の プ ロ ー ブ と も反 応 せ ず,培 養 ・

生 化 学 的 ・血 清 学 的 性 状 に よ りM.scrofulaceumと

同 定 さ れ た が,他 の3株(S88/59株,S88/234株,

S88/237株)はGen-Probe並 び にAccuProbeと は

反 応 せ ず,SNAPProbeXと 反 応 した。

(8)　28型 菌(4株):2株(6845株,S87/69株)は

い ず れ の プ ロー ブに よ って もM.intracellulareと 同

定 さ れ た が,他 の2株(9055Matthews株,S88/101

株)は3種 フ。ロ ー ブ の うちSNAP Probe Xと の み の

反 応 が み られ た。

2. AccuProbeテ ス トに よ るMAC菌 株 の 同定

本 実 験 に は これ ま で に 用 い られ て きたM.avium並

び にM.intracellulareの 各 々 に特 異 なAccuProbe

で はな く,MACに 特 異 なAccuProbeを 用 い て検 討

され た。 そ の結 果 はTable3に 示 す よ うに,供 試35菌

株 の うち,.M.avium並 び にM.intracellulare各

Gen-Probeで 同定 さ れ たM.auium16株 お よ びM.

intracellulare19株 の い ず れ もMAC AccuProbe

と反 応 し,MTC AccuProbeと は反 応 しな か った。 な

お,AccuProbeテ ス トで のM.aoiumのMACプ ロ

Table 3. Identification of Disease-Associated MAC Strains Isolated in the 

Districts from Kanto to Kyushu in Japan by Gen-Probe and AccuProbe Tests

―21―



744 結 核　 第66巻　 第11号

Table 4. Identification of MAC Strains Showing False Positive Reactivity in 

Gen-probe Test, by AccuProbe and SNAP Tests

Table 5. Distribution of Disease-Associated MAC 

Identified by SNAP Test ill the Western Part of 

Japan

ー ブ と の 反 応 値 は290 ,915～484,213(平 均414,047

RLU)でM.tntracellulareに お け る 値94,166～

406,015(平 均325,346RLU)よ り もや や 高 い 傾 向 が み

られ た 。

3. Gen-Probeで 同 定 困 難 なMAC菌 株 のAccu-

Probe並 び にSNAPProbeに よ る同定 成 績

Table4に 挙 げ た3菌 株 は,Gen-Probeテ ス トで

M.aviumプ ロ ー ブ と の 反 応 値 が 陽 性 な が ら低 い

(13.6お よ び16.8)N-417株 お よ びN-420株 の2菌 株

(環 境 分 離 株)並 び にM.aviumとM.intracellulare

の 両 プ ロ ー ブ との 反 応 値 が 陽 性 で あ った がM.avium

プ ロ ー ブ と の反 応 値 が や や 高 いN-428株(MAC患 者

分 離 株)の1菌 株 で あ るが,一 応M.aviumと 同定 さ

れ た 菌 株 で あ る。 な お,こ れ ら は い ず れ もMAC特 異

α-抗 原 陽 性 で,培 養 ・生 化 学 性 状 よ り して もMACと

同 定 さ れ た もの で あ る。 これ らの いず れ の 菌 株 もMAC

並 び にMTCの いず れ のAccuProbeと の 反 応 値 も陰

性 で 同 定 不 能 で あ っ た が,SNAPテ ス トで プ ロ ー ブX

と反応 し,ProbeX反 応性MACに 属 す る菌株 で あ った。

4. SNAPテ ス トで 同 定 され たMAC症 患者分 離

MAC菌 株 の地理 的分布

近畿,中 国,四 国,九 州地 方 の施設 でMAC症 患者

喀痰 よ り分離 され,培 養 ・生化 学 的性状 でMACと 同

定 され た計123株 につ いてSNAPテ ス トを行 ったが,

M.avium,M.intracellulare 並 び にProbe"X"反

応性MACと 同定 された菌株の地理的分布 はTable5

に示す ようで ある。すなわ ち,先 にわれわれの報告 した

Gen-Probeテ ス トに よ る調査 成績3)と 同様,今 回新

たに分与 を受 けた菌株 につ いて の調査で も近畿地方で は

.M.aviumの 占める割合 が高 く(71%),そ れ より以西

の中国,四 国,九 州 では逆 に M.intracellulare の割

合 が高 い(62～74%)と い う成績 が得 られた。 なお,

今 回供試 した計123株 の うち,3株(2%)はProbe

X反 応性MACと 同定 された。

考 察

MACは 非 結核性抗酸菌の うち最 も分離頻 度の高 い抗

酸菌 であ り,近 年 その増加 の傾 向がみ られている11)12)。
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本 菌 群 は 従 来 の 培 養 ・生 化 学 性 状 に よ っ て は,M.

aviumとM.intracellulareに 正 確 に鑑 別 す る こ とは

不 可 能 と さ れ て き た が,最 近 に な ってGen-Probe(R)

 Rapid Diagnostic System for the M.avium or

 M.intracellulareを 用 い る こ と に よ って,こ れ ら両 菌

種 の鑑 別 ・同定 が 可能 とな った13)14)。 しか しなが ら,本

キ ッ トは125I標 織DNAプ ロ ー ブを 用 いて い るた め,安

全 性 の 面 か ら一 定 の 安 全 基 準 を 満 た した施 設 内 で しか使

用 で き な い た め 一 般 検 査 室 で も使 用 し う る非 放 射 性 の

DNAプ ロー ブの 開発 が望 ま れ て きた。

最 近,非 放 射 性DNAプ ロー ブで あるAccuProbe

並 びにSNAP Probeな る迅 速 同定 キ ッ トが米国 にお

いて開発 され,そ れ らを使用す る機会 を得 た。特 に血清

型別 され た保存菌株,MAC症 患者分離新鮮MAC菌 株

を中心 にその同定試験を行 ったので,得 られた知見 につ

いて若干の考察を加えてみた い。

Gen-Probeテ ス トでM.aviumあ るいはM .in-

tracellulareに 容易 に同定 しえたMAC菌 株 は,Accu-

Probeテ ス トお よ びSNAPテ ス トのい ずれ の方法 に

よっても100%一 致 した同定成績が得 られ たこと,他 方,

培 養 ・生 化学 ・血 清学 的性 状 か らMACと 同定 され た

にもかかわ らず,Gen-Probeテ ス トで はM .avium

並 びにM.intracellulareの いずれの プロー ブとも反

応 しなかった菌株,あ るい はM.aviumと 一応 同定 さ

れ はしたが,M.avium特 異 プ ロー ブとの反応値 の低

か った菌株 は,AccuProbeテ ス トでは両菌種特異 プ ロ

ーブのいず れ との反応 も陽性値以下 であ
ったこと,ま た

この よ うな菌株 はSNAPテ ス トでProbeXと 反応す

るMACの 一群 に属 す菌 株 で ある こ とが明 らか にされ

た。 これ は,SNAPテ ス トが他 の2法 に比べてす ぐれ

た点 と思われ るが,こ の ような菌株 は,Table5に 示 す

よ うに,MAC症 患 者分離新鮮MAC菌 株 の中に占める

割合 は高 々2%と 少 な く,実 用上 はさほど問題 にはな ら

な い の で は な い か と思 わ れ る。 な お,こ の よ うな

ProbeX反 応性MACの 帰属 の解明が待 たれ る。

AccuProbeテ ス トはSNAPテ ス トに比べて手技が

より簡便であ る上 に,そ の結果 は数値でprint outさ

れて くるので,設 定 されたcut off値 よ り客観 的な判定

が可能 で あ るの に対 して,SNAPテ ス トでは呈色反応

を肉眼的に判定 するためにやや客観性 に欠 けるき らいが

あ る とも考 え られ るが,ProbeAとIと に対す る反応

性 は明確 に識別で きるので,実 用上 は余 り問題 にはな ら

な い よ う に思 わ れ る。む しろ,ProbeXと 反 応す る

MAC菌 株 の中 には往々に してProbeAと の間に弱 い

交差反応を示す場合があ るので,こ の点 に留意 すべ きで

あろ う。

先 に,わ れ われ3)は,わ が国 のMAC症 患 者 よ り分

離 され,Gen-Probeテ ス トでM.aviumとM .in-

tracellulareに 同 定 さ れ た 菌 株 の 地 理 的 分 布 に は地 域

差 が み られ,北 海 道 か ら近 畿 地 方 ま で はM.aviumが,

中国 ・四国 ・九 州 地 方 で はM.intracellulareが 多 く

な る こ と を見 出 した。 と こ ろで,今 回,新 た に近 畿 地 方

以 西 でMAC症 患 者 よ り分 離 収 集 さ れ,SNAPテ ス

トでM.aviumあ るい はM.intracellulareと 同定 さ

れ た 菌 株 に っ い て の 同 様 の 検 討 で も,近 畿 で はM .

aviumが 多 か っ た の に 対 して,中 国 ・四 国 ・九 州 で は

逆 にM.intracellulareが 多 い こ とが認 め られ た。 し

か し,こ の よ うに両 菌 株 の地 域 的分 布 差 が ど の よ うな疫

学 的 要 因 に よ る もの な のか につ いて は現 在 の と こ ろ全 く

不 明 と い わ ざ る をえ ず,今 後 の 検 討 に待 ちた い。

以 上,非 放 射 性 プ ロー ブを用 い るSNAPテ ス ト並 び

にAccuProbeテ ス トは1251標 識 プ ロ ー ブ を使 用 す る

Gen-Probeテ ス トに比 べ て 試 験 法 の 精 度 は劣 る こ と

な く,使 用 の簡 便 さの点 か ら も勝 る もの と思 わ れ る。 し

た が って,上 述 した よ う な 諸 点 を 勘 案 す る と き,ま ず

AccuProbeテ ス トを行 い,そ れ で極 めて 例 外 的 にみ られ

る 判 定 不 能 ま た は 困難 なMAC菌 株 に つ い て はSNAP

テ ス トを行 ってProbeXと の 反 応 性 を 調 べ る と い うス

テ ッ プを 踏 む の が よ いの で はな か ろ うか 。

結 語

米 国 のGen-Probe社 で 開 発 さ れ たGen-Probe(R)

Rapid Diagnostic Systemお よ びAccuProbeTM

 Culture Identification Kit並 び にSyngene社 で 開

発 され たSNAP(R) Culture Identification Testを 用

い てMAC菌 株 の 同 定 を 試 み た 結 果,以 下 の 知見 を え

た 。

(1) MAC21～28血 清 型 菌 の う ち,21型 菌 はM .

avium,ま た25型 菌 はM.intracellulareと 同 定 され

た が,そ の 他 の 血 清 型(22～24,26～28)菌 に は,M.

intracellulareと 同 定 さ れ た も の,SNAPテ ス トで

ProbeXと の 反 応 陽 性 のMAC並 び に いず れ の プ ロー

ブ と も反 応 しな いM .scrofulaceumの 菌 株 が あ った。

しか し,こ の よ うな極 めて稀 な例 を 除 い て はAccuProbe

テ ス トとGen-Probeテ ス トに よ る 同定 成 績 は極 め て

よ く一 致 した。

(2) Gen-ProbeでM.aviumあ る い はM.intra-

cellulareい ず れ と も明 確 に同 定 しえ なか っ たMAC菌

株 は,AccuProbeと も 反 応 し な か っ た が,SNAP

ProbeXと の 反 応 が み られ た。

(3)　 近 畿 地 方 以 西 のMAC症 患 者 か ら新 た に分 離 さ

れ たMAC計123株 のSNAPテ ス トに よ る同 定 成 績

に っ い て み る と,近 畿 地 方 で はM.aviumが 多 か っ た

(71%)の に 対 し て,中 国,四 国,九 州 地 方 で は逆 に

M.intracellulareが 多 く(62～74%),先 の わ れ わ れ

の報 告 が 確 認 され た。
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